
横浜初の市民参加型フルマラソン大会「横浜マラソン2015」が15日、開催された。約２万３千人のランナーが赤レ
ンガ倉庫や山下公園など横浜の名所を巡るコースを駆け抜けた。
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ワ
ー
ス
ト
脱
却
へ
動
き
加
速

す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
い
」
と
表
明

し
、
10
月
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
立
ち
上
げ
を

発
表
。
準
備
と
並
行
し
て
、
団
塊
の
世

代
、
若
手
経
営
者
、
女
性
、
高
校
生
な

ど
市
民
の
意
見
を
聞
く
六
つ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
昨
夏
か
ら
始
め
た
。

　
〝
日
本
一
〟
返
上
の
思
い
は
市
民
誰

も
に
あ
る
が
、
同
会
頭
は
「
そ
れ
を
言

う
と
こ
ろ
も
や
る
と
こ
ろ
も
な
か
っ

た
」
と
新
組
織
の
役
割
を
説
明
す
る
。

　

個
別
の
動
き
が
盛
り
上
が
っ
て
初
開

催
さ
れ
た
全
体
会
議
に
は
、
商
議
所
の

会
員
ら
約
60
人
が
集
ま
っ
た
。
こ
こ
ま

で
の
活
動
報
告
と
Ｊ
Ｒ
東
海
初
代
社
長

の
須
田
寛
氏
ら
３
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
市
外
の
視
点
か
ら
の
提
言
を
聞

い
た
。
吉
田
雄
人
市
長
、
小
泉
進
次
郎

衆
院
議
員
も
顔
を
出
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
走
り
な
が
ら
考
え

る
」。
結
論
を
待
つ
こ
と
な
く
、ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
印
象
で
、

同
会
頭
の
描
く
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
動
き

が
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　

横
須
賀
は
海
軍
カ
レ
ー
、
ネ
イ
ビ
ー

バ
ー
ガ
ー
な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ
る
ご

当
地
グ
ル
メ
を
誕
生
さ
せ
た
と
こ
ろ
。

そ
れ
も
こ
こ
15
、
16
年
の
こ
と
で
、
ア

イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
実
現
す
る
力
は
十
分

に
あ
る
。街
の
力
を
結
集
す
る
た
め
に
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
ど
ん
な
発
信
が

あ
る
か
楽
し
み
だ
。

　

こ
の
地
で
は
、
弊
社
も
深
く
関
わ
る

「
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
海
道
ウ
ォ
ー
ク
」

と
い
う
民
間
主
導
の
大
規
模
な
ウ
オ
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

こ
と
し
は
日
本
の
産
業
近
代
化
の
象

徴
と
も
い
え
る
横
須
賀
製
鉄
所
（
後
に

造
船
所
と
改
称
）
着
工
１
５
０
周
年
。

こ
の
秋
に
開
く
第
３
回
海
道
ウ
ォ
ー
ク

を
記
念
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
に
し

て
多
く
の
人
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
大
い
に
学
び
た
い
。

（
神
奈
川
新
聞
横
須
賀
支
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
伸
康
）

　

横
須
賀
の
深
刻
な
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
、横
須
賀
商
工
会
議
所（
会

頭
＝
平
松
廣
司
か
な
が
わ
信
用
金
庫
理

事
長
）
が
動
き
出
し
た
。
昨
年
秋
に
設

立
さ
れ
た「
新
生
・
横
須
賀
実
践
フ
ォ
ー

ラ
ム
」が
２
月
末
に
全
体
会
議
を
開
き
、

本
格
的
に
発
進
し
た
。

　

発
端
は
昨
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
衝

撃
的
な
数
字
だ
。
総
務
省
の
２
０
１
３

年
人
口
移
動
報
告
で
、
横
須
賀
市
は
全

国
の
市
町
村
で
１
位
と
な
る
１
７
７
２

人
の
減
少
を
記
録
し
た
。
14
年
は
８
９

９
人
減
で
全
国
17
位
だ
が
、
そ
れ
で
も

県
内
ト
ッ
プ
は
変
わ
ら
な
い
。

　

こ
と
し
に
入
っ
て
も
、
市
内
各
界
の

賀
詞
交
歓
会
で
は
必
ず
こ
の
話
題
に

な
っ
た
。
１
月
に
運
動
部
か
ら
赴
任
し

て
早
々
、
横
須
賀
の
最
大
の
課
題
が
何

で
あ
る
か
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
受
け
、
平
松
会
頭

は
昨
年
６
月
に
「
産
業
界
と
し
て
人
口

減
少
問
題
を
検
証
し
、
対
応
策
を
検
討

視
描点
点

− 　 −3



　

東
海
道
新
幹
線
は
、
食
堂
車
が
な
い

か
ら
つ
ま
ら
な
い
。

　

か
つ
て
の
食
堂
車
。
み
ん
な
が
こ
っ

ち
向
い
て
座
っ
て
い
る
通
路
を
、
な
ん

と
な
く
浮
き
浮
き
し
て
歩
く
気
分
。

テ
ー
ブ
ル
に
案
内
さ
れ
て
ま
ず
ビ
ー

ル
、う
ま
か
っ
た
な
ー
。
も
ど
る
と
き
、

さ
っ
き
と
は
反
対
側
に
座
っ
て
る
人
の

視
線
を
気
に
し
て
、
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
け

た
り
。
食
堂
車
が
な
つ
か
し
い
。

　

日
本
最
初
の
食
堂
車
は
、
山
陽
鉄
道

に
登
場
し
た
。
１
８
９
９
（
明
治
32
）

年
5
月
の
こ
と
。
瀬
戸
内
海
を
い
く
汽

船
と
サ
ー
ビ
ス
合
戦
の
山
陽
鉄
道
（
の

ち
の
国
鉄
山
陽
本
線
）
は
、
夜
行
列
車

で
カ
ヤ
を
貸
し
だ
し
た
り
（
車
内
で
ど

う
や
っ
て
カ
ヤ
、
つ
る
の
か
な
）、
列

車
給
仕
（
ボ
ー
イ
）
を
乗
務
さ
せ
た
り

と
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
。
日
本
で
初
め
て
急

行
列
車
を
走
ら
せ
、
食
堂
車
を
導
入
し

た
。
1
両
全
部
で
は
な
く
、
1
等
客
16

人
分
の
寝
台
車
と
の
合
体
。
8
席
の
食

堂
室
と
調
理
室
。
メ
ニ
ュ
ー
は
洋
食
の

み
。
ハ
ム
エ
ッ
グ
25
銭
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
20
銭
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
20
銭
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
12
銭
な
ど
。
当
初
は
鉄
道

会
社
の
直
営
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
大

阪
の
自
由
亭
ホ
テ
ル
に
委
嘱
さ
れ
た
。

　

私
鉄
の
山
陽
鉄
道
に
負
け
る
な
と
、

官
営
鉄
道
に
食
堂
車
が
で
き
た
の
は
１

９
０
１
（
明
治

34
）年
12
月
15
日
。

東
海
道
線
の
新
橋

か
ら
神
戸
間
の
急

行
列
車
に
、
洋
食

専
門
の
食
堂
車
を

連
結
し
た
。
蒸
気

機
関
車
の
力
不
足

で
全
線
で
は
な

く
、平
坦
な
新
橋
・

国
府
津
間
に
1
両
。
箱
根
越
え
で
は
切

り
離
し
、
沼
津
か
ら
大
津
間
に
２
両
。

逢お
う

坂さ
か

山や
ま

越
え
で
ま
た
切
り
離
し
、京
都
・

神
戸
間
に
１
両
を
連
結
し
た
。
左
は
開

業
当
日
の
新
聞
広
告
。「
官
設
食
堂
車

営
業
」「
官
設
東
海
道
食
堂
車
」
と
お

も
し
ろ
い
。

　

左
側
の
説
明
は
、
進
行
中
の
た
め
調

理
は
迅
速
に
す
る
。
食
材
は
厳
選
し
、

調
理
は
衛
生
を
重
ん
じ
る
。
食
事
中
、

手
荷
物
を
あ
ず
か
る
。
営
利
の
た
め
で

は
な
く
、
旅
客
の
便
宜
の
た
め
の
営
業

で
あ
る
と
。
調
理
は
加
熱
力
が
低
く
、

半
製
品
か
調
理
ず
み
の
も
の
で
精
養
軒

が
う
け
お
っ
た
。
従
業
員
は
食
堂
長
で

あ
る
監
督
、
房
の
つ
い
た
ダ
ブ
ル
・
ブ

レ
ス
ト
の
調
理
師
、
つ
め
エ
リ
の
白
い

上
着
に
黒
ズ
ボ
ン
の
ボ
ー
イ
や
配
膳

係
。
外
国
人
の
利
用
が
多
く
、
日
本
郵

船
の
外
国
航
路
の
ス
タ
ッ
フ
を
招
し
ょ
う

聘へ
い
し

た
。
給
与
の
ほ
か
に
チ
ッ
プ
で
な
か
な

か
の
高
額
月
収
、
高
級
公
務
員
な
み

だ
っ
た
と
か
。
と
い
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス

や
マ
ナ
ー
が
よ
ろ
し
く
な
く
、
山
陽
鉄

道
や
東
北
線
の
日
本
鉄
道
な
ど
私
鉄
の

食
堂
車
が
好
評
だ
っ
た
。

　

利
用
客
は
１
・
２
等
客
だ
け
で
あ
っ

た
が
06
（
明
治
39
）
年
、
３
等
に
和
食

専
門
の
食
堂
車
が
登
場
し
た
。
窓
に

沿
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
式
で
あ
る
。
ま
た

付
帯
設
備
の
導
入
は
早
く
、
扇
風
機
は

１
９
０
２
年
か
ら
設
置
。
本
格
的
な
冷

房
装
置
は
36
（
昭
和
11
）
年
、
特
急
ツ

バ
メ
の
食
堂
車
で
あ
っ
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
食
堂
車
開
業
の
新
聞
広
告
・

１
９
１
０
（
明
治
34
）
年
12
月
15
日
、

朝
日
新
聞
掲
載

走
る
レ
ス
ト
ラ
ン

宮
野
　
力
哉

う
ま
い
物
も
ろ
も
ろ
⑩

広
告

談
珍
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